
I．は じ め に

　白亜紀は古くから温室時代として知られ，近年

の酸素同位体比の研究から「涼しい赤道のパラ

ドックス」も解決され，少なくとも白亜紀中期

（Mid-Cretaceous；Aptian期から Coniacian期を

指す：Reyment and Bengtson, 1986）には赤道

から極地方まで，極めて温暖な時代であったこと

がわかってきた。同時に，白亜紀中期の間にも気

候，海水準などは大きな変動があったこともわかっ 

てきた。中でも近年の研究の焦点のひとつは海洋

無酸素事変（Oceanic Anoxic Events）である。

　海洋無酸素事変は，Jenkyns（1976），Jackson 

and Schlanger（1976），Schlanger and Jenkyns

（1976）によって初めて報告された。以後今日ま

でに世界各地から報告されている。現在では，

OAE 1，OAE 2，OAE 3，の 3回が識別され，さ

らに OAE 1 は 1a，1b，1c，1d の 4 subevents

が識別されている。海洋無酸素事変は，海洋規模

～地球規模で有機物に富んだ黒色泥岩が，同時に

堆積した出来事を指す。この有機物は海洋の一次

生産者である植物プランクトンや，多量の陸源植

物片を含んでいる。植物は光合成の過程で 12CO2

を選択的に吸収する。従って，大気・海洋中の 13C 

が相対的に増加し，δ 13C の値が正方向にシフトし

たりスパイクを示す。IGCP 434（国際地質対比計

画プロジェクト 434：アジアの白亜紀の炭素循環

の大陸・海洋相互作用と生物多様性の変動；1999

年度 UNESCO科学委員会承認，5カ年計画）は，

このような炭素同位体比変動曲線を用いて，アジ

アの海成層と陸成層の対比を，従来より格段に高

い精度で実施しようというものである。

　折からアジア大陸の陸成層からは，最古の被子

植物化石や羽の生えた恐竜などが相次いで報告さ

れたが，それらの産出層準が上部ジュラ系なのか，

下部白亜系なのか，確定していない。古動物化石

に基づく年代と放射年代とが一致しないのである。

放射年代も，分析試料の善し悪しで，必ずしも一

貫した値が得られてはいない。

　IUGS（国際地質科学連合）の中に時代別の小委

員会がある。例えば，Subcommission on Cre- 

taceous Stratigraphyでは，白亜紀の 12階の下限

の模式断面と境界の定義を決めるべく，長年にわ

たり審議を続けている。階境界の定義には，伝統

的な各種分類群の最終産出や初出が用いられるほ

か，炭素同位体比のスパイクも併せて用いられて

いる。

　以上のような層序学と国際対比の精度の向上を

背景として，本研究が実施されている。
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II．経　　過

　本研究では，中国の遼寧省の陸成白亜系を対象

として，その層序の調査を行うと共に炭素同位体

分析試料を採集しようと，2001年 10月にチベッ

ト自治区ラサ市において中国側の研究者と合意し

た。そして，2002年6月に遼寧省に赴く予定であっ

たところ，中国側研究者の都合で延期となり，同

年 7月に改めてオーストラリアのシドニーにおい

て研究計画を摺り合わせ，2003年 3月に赴くこと

になった。

　2003年 3月 4日に遼寧省瀋陽に到着，翌 5日か

ら義県の北方において調査・試料採集を実施した。

12日に終了，13日に帰国した。3月 24日現在，

分析試料は義県から南京の中国科学院南京地質古

生物研究所に送付されたところである。これから，

日本行きの船便によって運搬される手はずとなっ

ている。

III．層序の概要

　中国遼寧省西部には，熱河層群の下位より義県

層，九仏堂層，阜新層が分布し，一説では，化石

層序に基づいて義県層が白亜系最下部であるとい

う（中国地層典編集会 , 2000）。但し注意を要する

のは，陸成層であるので，標準化石は産出しては

いない。他方，放射年代では，義県層のほぼ最下

部で 128.2　Ma という値が得られている（Zhou et 

al., 2003）。ジュラ紀・白亜紀境界の年代値は，

IUGSの 2000年版の年表では 135　Ma（IUGS, 

2000），Hardenbol et al.（1998）では 144.2　Ma 

とされ，一致を見ていない。

　また，羽の生えた恐竜などを多く産したのは九

仏堂層で，本層の放射年代は 110.6　Maという値が

知られている（Zhou et al., 2003）。この値が正し

ければ，Aptian 期ということになる。そこで，義

県層，九仏堂層，阜新層のすべてからまんべんな

く分析試料を採集することに務めた。

 

VI．今後の計画

　試料は，炭素同位体分析と花粉分析用に十分な

量を採集したので，それらが日本に到着し次第，

分析に取りかかりたい。そして，得られた同位体

比変動曲線を既にこれまでに北海道の蝦夷累層群

で得た変動曲線と対比して，年代を確かなものに

する予定である。
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